
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和２年６月 

国 税 庁 
～ 酒類の輸出を行っている酒類業者のみなさまへ ～ 

酒類の輸出免税に係る手続について

 酒類製造者が、輸出する目的で、酒類をその製造場から移出する場合には、当該移出に係る

酒税が免除されます。 

 酒税が免除されるためには、所轄税務署に対し、輸出した酒類の税率適用区分、数量を記載

した酒税納税申告書を期限内に提出するなど、所定の手続を行う必要があります。 

手続簡素化の概要 ①

 これまでは、酒税納税申告書に輸出した酒類の明細書を添付しなければなりませんでした

が、令和２年４月１日以後に提出期限が到来する納税申告書より、輸出した酒類の明細書の添

付が不要となります。 

 ※ 酒税納税申告書や税額算出表は、これまでどおり、申告期限内に提出が必要です。 
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 酒類製造者は、輸出許可証等に基づいて、①～⑤の事項を帳簿に記載しなければなりません。 

 ※ 輸出許可証等に①～⑤の事項が記載されている場合において、当該輸出許可証等を保存

している場合は、別途、帳簿に記載する必要はありません。 

  ① 当該酒類の税率の適用区分及び当該区分ごとの数量 

  ② 輸出の年月日及び仕向地 

  ③ 輸出港の所轄税関 

  ④ 当該酒類の輸出をした者が当該酒類の酒類製造者以外の者であるときは、

当該輸出をした者の住所及び氏名又は名称 

  ⑤ その他参考となるべき事項 

手続簡素化の概要 ②

 これまでは、「輸出申告書の付表」を作成しなければなりませんでしたが、輸出許可証等に

インボイス番号が記載されている場合において、当該インボイス番号と①～⑤の事項を帳簿等

に記載する方法も認められますので、その場合は、「輸出申告書の付表」を作成いただく必要

はありません。 

 ※ これまでどおり、「輸出申告書の付表」を作成・税関へ提出し、税関審査印があるもの

を保存する方法でも構いません。 

 ※ ご不明な点につきましては、所轄の税務署を担当する酒類指導官まで 

お問合せください。 
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